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〈研究ノート》
フランス社会職業分類の正確1生
　　　　一「農業経営者」の場合一一
　　　　　　　　　　　　　杉　　森　　滉
　フランスの「統計経済研究所」（INSEE一日本の総務庁統計局にあたる）は，1954
年以来，国勢調査のたびごとに，労働力入口を「社会職業分類」（CSP）によってわけた
結果を発表している。この分類は擬似的な社会階級分類であるが，この分類による計数結
果は現代フランス社会の階級構造をつかむためのもっとも基本的なデータである。本稿は，
この結果の正確性を検討する作業の一環として，「農業経営者」のそれをとりあげる。
　ところでCSPは1982年に大きく改訂された。（CSPとその改訂については〔杉森，1983〕
参照）。1982年の国勢調i査結果を新旧二つのCSPを用いて分類すると表1のようになる。
旧CSPは1954年から1975年まで30年近く行なわれてきたので，旧CSPを使った1982年
調査の分類結果をつけくわえることによって，1954年以降現在までの時系列的な比較が一
応は可能である（表2＞。表2で農業経営者数の推移をみると，1954年以来一貫して激しく
減少したあと，1975－82年にいたって減少率に歯止めがかかり，横ばい状態に近くなって
いる。しかし，各数値の正確性を検討することなしに，この表だけからそうした傾向あり
とすることは，一各戸査問には若干の調査方法のちがいがあることも考えればなおさら
　　正しいとはいえない。
　〔ここでフランスの国勢調査の歴史を簡単にふりかえっておく。第一回の国勢調査は1801
年に行なわれたとされており，またその後，1831年までに不定期に4回の調査が行なわれ
たことになっている（1806年，1821年，1826年，1831年）。このうち180！年と1806年の調査
は，政府が各コミューンに命じて提出させた報告（これらはしいていえば表式調査という
ことになるが，表式調査としてもきわめて不完全な調査の集計）であって，「とうていこれ
（調査結果一引用者）をまともに受取ることのできぬ代物であった」（プロッ久275）。1821
年の調益は主として各コミューンの住民登録によっており，1826，1831年の各結果も，1821
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表1　1982年国勢調査結果の社会職業分類 （単位　千入）
旧　　　分　　　類 新　　　分　　　類
0　農業経営者　　　　　　　　　　　　1，448 1　農業経営者　　　　　　　　　　　1，475
1　農業労働者　　　　　　　　　　　　　　304 11　　ノ」、農業者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　690
12　中農業者　　　　　　　　　　　　　　　450
13　大農業者　　　　　　　　　　　　　　335
2　商工業経営者　　　　　　　　　　　　1，737 2　職人，商人，企業の長　　　　　　　　1，835
21　工業者　　　　　　　　　　　　　　71 21　職　　人　　　　　　　　　　　　　　904
22　職　　人　　　　　　　　　　　　　　573 22　商　　人　　　　　　　　　　　　　797
23　漁業経営者　　　　　　　　　　　　　　13 23　企業の長（雇用者10人以上）　　　　　134
26　大商人　　　　　　　　　　　　　　210
27　小商人　　　　　　　　　　　　　　870
3　自由業者，高級幹部　　　　　　　　　1，810 3　幹部，高級知的職業従事者　　　　　　1，895
30　自由業者　　　　　　　　　　　　　　　22G 31　自由業者　　　　　　　　　　　　　　239
32　教師，文筆家，科学者　　　　　　　　479 33　公共部門幹部　　　　　　　　　　　244
33　ま支　　　自筆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　347 34　教師，科学的職業従事者　　　　　　　353
34　高級管理幹部 35　情報，芸術，芸能従事者　　　　　　ユユ7
37　企業の管理営業幹部　　　　　　　　559
38　技師，企業の技術幹部　　　　　　　　383
4　中級幹部　　　　　　　　　　　　　　　3，254 4　中層の職業従事者　　　　　　　　　3，971
41　教員，知的職業従事者　　　　　　　828 42　教員とその類似者　　　　　　　　　777
42　社会医療サービス従事者　　　　　　432 43　中暦の保健，社会サービス従事者　　613
43　　ま支　争奪　者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　923 44　宗教家　　　　　　　　　　　　　59
44　中級管理幹部　　　　　　　　　　　　1，071 45　公共部門の中層管理職業従事者　　　　278
46　企業の中層管理営業従事者　　　　　995
47　技術者　　　　　　　　　　　　　678
48　　職］二期，　監督　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　571
5　職　　員　　　　　　　　　　　　　4，677 5　　　騨竣　　　　　去凄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6，247
51　事務職員　　　　　　　　　　　　　3，746 52　公共部門の非軍事サービス従事者　　1，703
52　　営業職重4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　931 53　警官，軍人　　　　　　　　　　　　　380
54　企業の管理職員　　　　　　　　　2，532
55　営業職員　　　　　　　　　　　　　742
56　対個人サービス従事者　　　　　　　　890
6　労働者　　　　　　　　　　　　　8，266 6　　　労　働　者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7，749
60　職工長　　　　　　　　　　　　　　464 62　産業型熟練労働者　　　　　　　　1，602
61　熟練労働者　　　　　　　　　　　3．292 63　工房型熟練労働者　　　　　　　　1，509
63　半熟練労働者　　　　　　　　　　　2，605 64　自動車運転手　　　　　　　　　　　　567
64　鉱　　夫　　　　　　　　　　　　　　49 65保管，荷扱い，輸送の熟練労働者　　417
66　　舟喬玄匙，　ギ魚夫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　33 67　　産業型享巨熟練ヴチ｛郵力者　　　　　　　　　　　　　　　　2．353
67　兄習い労働者　　　　　　　　　　　124 68　工房型非熟練労働者　　　　　　　1，007
68　労務者　　　　　　　　　　　　　1．699 69　農業労働者　　　　　　　　　　　　294
7　サービス従事者　　　　　　　　　　　L531
70　家事使用入　　　　　　　　　　　　　214
71　派出婦　　　　　　　　　　　　　　112
72　その他サービス従事者　　　　　　1，205
8　そ　の他　　　　　　　　　　　　　　　　498
80　芸術家　　　　　　　　　　　　　　74
81宗教家　　　　　　　　　　　　　　61
82　軍人，警官　　　　　　　　　　　　363 〔81〕就業経験のない失業者＊　　　　353
合　　計　　23，525 合　　計　23，525
（Seys，　160）
＊　「就業経験のない失業者」は，旧分類では「68労務者」にふくまれている。
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年調査からの推計にすぎなかった。むろんこれらの調査結果もあまり信用できないもので
あった。一方，この間，1817年にはパリで世帯調査票を用いた人口調査が行なわれ，1821
年には各コミューン長の任命する調査員が各調査区を担当する制度が（部分的にしか実施
されなかったが）つくられ，さらに1821年には調査を定期化することが決定された。すな
わち，1820年前後は，近代的な国勢調査が（実施はされなかったものの）制度的体制的に
形成されはじめた時期であった。統計調査としての国勢調査は1836年から定期的に（西暦
年の末尾が1と6の年に）開始され，その後1936年までに20回の調査をみた。（戦乱のため
187！年調査は1872年に延期され，1916年と1941年の調査は中止された）。この間の調査の展
開状況を年表ふうに記すとつぎのようになる。
　1836　「人口」を定義した（「住居をもち，かつそれに定住するもの」。
　　　　「世帯」を定義した（「同一家屋に，同一の長の監督下で生活する者」）。
　1841　「浮動人口」（兵士，修道院僧，浮浪者など）の調査を行なった。
　1846浮動人口を人口に含めた（従来は別になっていた）。
　1851　国籍，宗教，職業上の地位が調査された（従来は姓名，年齢，性別，婚姻状態，
　　　　職業のみであった）。
　1861　住居状態が調査された。
　1866　国語のよみ書き能力が調査された。
　1872職業分類が制定され職業ごとの人口が計数された。
　1876世帯調査票から個人調査票を独立させた同一形式の調査票を全国で使った。
　1881留置・自計式になった（従来は調査貝が記入していた）。
　1891　「現在人口」「常住人口」を定義した。
　1896集計をパリに一元化した（従来は地方で集計したものをパリに送っていた）。
　　　　「事業所」を定義し，その名称，住所，雇用者数を調査した。
　1901年齢のかわりに生年月日を質問するようになった。
　1946通学年数が調査された（1954年からは学歴が調査された）。
　戦後は不定期になり，1946，1954，1962，1968，1975，1982の各年に行なわれた。最新
の1982年調査は第31回目ということになる。
　なお国勢調査の先駆としては，大革命期に行なわれた各コミューンからの人口報告があ
る。1791年7月，革命政府は主として国民公会の選挙のため，住民数（総数，男女別数，
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表2　社会職業分類（旧）別人口 （1954－1982）
絶 対　　　数 （千人） 構　成 比（％） 年変化率 （％） 女性化率 （％〉
1954 1962 1968 19751982 1954 19821954～751975～821954 1982
農業経営者
??，
3，045 2，464
??，
1，448 20．7 9．2 一4．1 一1．9 41．5 37．5
農業労働者
??，
826 584 375 303 6．0 1．3 一5．2 一3．0 15．0 ！5．8
商工業経営者 2，301 2，045 1，955
??，
1，737 12．0 7．4 一1．4 0．2 37．2 34．6
工業経営者 91 81 81 60 71 0．5 0．3 一1．2 2．5 14．9 15．8
職　　人 757 638 620 534573 4．0 2．4 一1．6 1．0 18．3 15．3
漁業経営者 19 19 18 16 13 G．1 0．1 一〇．8 一2．3 14．9 14．0
大商人 181 173 210 187 2100．9 0．9 0ユ 1．6 292 32．5
小商人 1，252 1，134
??，
913 870 6．5 3．7 一1．5 一〇．7 51．7 49．6
自由業者，高級幹部 554 766 995
???
1，810 2．9 7．7 4．7 3．1 13．8 26．5
自由業者 120 125 141 172 220 0．6 0．9 1．7 3．6 15．6 25．4
教師，文筆家，科学者 80 125 213 377 479 0．4 2．0 7．6 3．5 39．9 48．3
技　　師 76 138 186 256 347 0．4 1．5 6．0 4．4 2．1 6．7
高級管理幹部 277 378 455654 764 1．5 3．3 4．2 2．3 8．6 22．2
中級幹部
??， ???， ??? ??? ???
5．8 13．8 4．4 2．4 36．7 48．8
教員，知的職業従事者
ﾐ会医療サービス従事者
｝385 421
P10
562
P73
737
Q98
828
S32
｝… 3．5
P．8
｝… 1．7
T．4
｝68・・ 63．2
V9．8
技術者 193 344 531 759 923 1．0 3．9 6．7 2．8 7．1 15．9
中級管理幹部 534 626 740 970 1，071 2．8 4．6 2．9 1．4 24．6 53．4
??
卜。
p。
層　　員 2，068 2，396 2，996 3，840
???
10．8 19．9 3．0 2．9 52．8 65．5
事務職員
??，
ユ，886 2，37ユ 3，104 3，746 8．5 15．9 3コ 2．7 53．0 66．6
営業職員 440 511 625 736 931 2．3 4．0 2．5 3．4 52．0 61．1
労働者 6，489 7，061 7，705 8，207
??，
33．8 35．1 1．1 0．1 22．7 24．0
職工長 306 363 443 464 2．0 2．9 0．7 6．6??，
15．9 20．0
熟練労働者 2，286
??，
2，986 3，296 14．0 2．1 1．4 14．3
半熟練労働者
??「
2，394
??? ??「 ??「
9．5 11．1 1．6一1．7 31．8 26．7
鉱　　夫 239 192 145 73 49 1．2 0．2 一5．5 一5．6 0．8 0．1
船員，漁夫 54 48 43 38 33 0．3 0．1 一1．D7 一2．0 1．7 5．6
見習い労働者 301 251 256 107 12ξ． 1．0 0．5 一3．0 2．1 20．3 6．5
労務者 1，125 1，5831，598
??，
1，699 5．9 7．2 0．1 0．7 21．6 45．9
サービス従事者 1，017 ユ，047 1166¶
??，
1，53玉 5．3 6．5 1．0 3．0 80．7 79．0
家事使用人 320 307 281 234 214 1．7 0．9 一1．5 一1．3 96．7 96．0
派出婦 239 222 227 154 112 1．2 0．5 一2．1 一4，5 100．0 99．1
その他サービス従事者 457 518 658 8551，205 2．4 5．1 3．0 5．0 59．3 74ユ
その他 513 564 526 524 498 2．7 2．1 0．1 一〇．7 26ユ 13．0
芸術家 45 42 50 59 74 0．2 0．3 1．3 3．1 36．4 29．8
宗教家 玉71 166 137 117 61 0．9 0．3 一1．8 一8．9 65．5 44．5
軍人，警官 297 356 339 348 363 1．6 1．5 0．7 0．6 1．8 4．4
合　　　計 19185　「 19，25120，39821775　辱 23，525 100．0 100．00．6 1．1 34．8 40．7
（Gollac，　156－159）
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子供数）を定期的かつ直接に調査し報告することを各コミューンに命じている。この報告
は1791年と1796年に行なわれ，1796年のさいには婚姻状態も調査されたという。これらの
調査結果は現在は失なわれている。〕
　1．　「農業経営者」の分類固定性　まず正確性ということの意味を確認しておこう。こ
こでいう正確［生とは，各項目の数値が，分類者によってそこに入るべきだと想定されてい
た人々を，そしてその人々のみを数えているか否かということである。1982年の「農業経
営者」についてであれば，その1，475千人という値が，分類者の考える「農業経営者」すべ
てを，洩れ，重復，他項目との混出入なしに，数えた数字かどうかということである。
　農業経営者数の正確性の検討にさいして参考になるのは，INSEEが行なった1975年
の職務調査と1975年の国勢調査結果との比較研究（INSEE，1981）である。職務調査
1’Enqu6te　Emploiというのは，　I　N　S　E　Eが国勢調査を補完する目的で毎年2回行なう調
査である。その調査規定，分類規定は国勢調査のそれと似ているが，調査項目は国勢調査
よりずっと多い。調査方法は標本調査で抽出率は年によってちがい，調査日も年によって
ちがう。この比較研究に使われた職務調査では抽出率は約1／900，調査日は1975年4月15日
であった。また，！975年の国勢調査の調査日は2月15日であった。この比較研究では，職
務調査の標本となった者の調査票と，彼が提出していた国勢調査の調査票とが対照された。
そして，両調査間で同一人のCSP帰属が同じになるかどうかが調べられた。表3がその
結果である。表3は，職務調査においてある項目に分類された者のうち，どのくらいが国
勢調査でもその項目に分類されているか（＝分類固定率）を示している（表3を横に読よ
む）。これによると，分類固定率のもっとも高いのが「農業経営者」であって、男は98％，
女は97％に達している。ついで高いのは「労働者」（男）の93％である。一方，もっとも低
いのは「中級幹部」（男）と「職員」（男）で，いずれも73％程度にとどまっている。
　職務調査と国勢調査は，フランスの統計調査のなかではもっとも規模の大きい代表的な
調査である。この両調査問で分類固定率がかくも高いということは，国勢調査自体におい
ても，農業経営者たるべきものがCSPの他の項目に入っていることあるいはその逆（要
するにCSP他項目との混出入）がわずかであることを推定させる。したがってこの点に
かんするかぎり，農業経営者数の正確性はきわめて高いといえる。
　しかし，ここで分類固定率が高いというのは，CSPの（すなわち活動人口に属する）
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表3　CSP各項目ごとの分類固定率（パーセント）
　　　国勢調査
E務調査
0 1 2 3 4 5 6 7 8
??
98．55 0．63 0．63 0．00 0．09 0．000． 0 0．00 0．09
@一　　　一　　　一　　　一0　農業経営者 97．39 1．48 0．37 0．00 O．00 0．18 0．000．37 0．18
?
10．56 80．98 0．00 0．35 0．35 1．05 6．69 0．000．0
@一　　　匿　　　一　　　■1　農業雇用者 女 222．58 74．190．00 0．00 Z．000．00 322 0．00 0．00
2　商工業経営者
男 L11 0．00 89．54　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　■ 3．60 1．11 1．01 2．49 0．74 0．37
@一　　　一　　　一　　　一
女 0．96 0．00 92．26 0．96 Z．96 2．70 0．77L16 0．19
　教師，科学者，3　高　級　幹　部
??
0．10 0．20 4．91 76．84 11．47 2．25 0．20 0．51
@，　　響　　，　　，
@〇．00 0．00 3．69 68．26 ユ9．18 6．64 0．73 0．73 0．73
4　中　級　幹　部
男 0．07 ユ．03 7．78 73．58 9．56
@14．49
7．19
a@　，　　，　　9
0．29 0．51
@，　　一　　一　　一
女 0．09 0．00 0．36 4．3775．75 2．82 1．73 0．36
5　職　　　　　　員
男 0．00
@〇．47
1．50 2．73 8．28
@84。66
12．80 L12 0．47
@一　　　匿　　　’　　　一
女 0．00 @〇．64 0．94 6．50 3．12 4．11 0．00
6　労　　働　　者
??
0．11 0．35 0．52 0．31 1．87 3．06 93．09 0．56 0．09
@，　　一　　一　　「
0．05 0．45 0．35 0．05 1．47 5．0789．36 3．07 0．05
7　サービス従事者
??
0．43 1．29 2ユ6 0．00 1．73 6．49
@7．07
7．35 80．08 0．43
@一　　　冒　　　冒　　　一
0．15 O．OO 0．30 0．302．40 6．32 82．98 0．00
8　そ　　の　　他
??
0．28 0．00
@〇．61
1．71 4．28 2．28 2．28 0．28 88．5フ
@O．00 2．70 2．70 10．81 8．10 5．40 0．0070．27
（Seys，162－163による）
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他項目との間では混出入が少ないということであって，非活動人口とのあいだでもそうで
あるということを意味しない。国勢調査と職務調査の両方で農業経営者たるべき者が非活
動人口になっていたりあるいはその逆であったりしても，それは分類固定率を下げないか
らである。とくに農業経営者数がその家族従業者数をふくんでいることには注意を要する。
家族従業者は，容易に推察されるように，非活動人口とのあいだで混出入をおこしやすい
カテゴり一である。（農業の家族従業者とは，「農業経営者世帯の16歳以上の家族員で，世
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．．．　（1）帯主を農業活動のうえで助けて働いている者」をいう。ただし世帯主に雇われている者は
農業雇用者とされ，また生徒・学生は非活動人口とされるので，いずれも家族従業者では
ない。）
　そこで農業経営者を，家族従業者とそれ以外の者（いわば狭義の農業経営者）とにわけ
たうえで，おのおのの正確1生をあらためて吟味することにしよう。
　　　　　　　　　　　（2）
　2．農業経営者（狭義）　表4は，国勢調査と職務調査のほかに二つの同年の調査を加
えて，その間で農業経営者（狭義）数や家族従業者数を比較したものである。農業経営者
（狭義）数は，各日査問の農業経営者（狭義）の定義を調整すると，ほぼ一致する。すな
表4　各種調査による農業者の計数 （単位：千人）
国勢調査11
i1975．2．15＞
職務調査2｝
i1975．4．15）
農業経営者傷害保険加入者｛A）
@　　　　　　　（1975．1．1）
_業老齢保険加入者〔B＞
@　　　　　　　（1975ユ．1＞
_業社会保険加入者（◎
@　　　　　　　　　（1975）
農業省調査31
@　　　（1975）
農業経営者 1，133 995 1，135（A） 　　　1，624iうち副業など）407
家族従業者
_業雇用者
　　661
@　364
　　　738（配偶者〉（B）
@　　220（家　族）（勾
@　　445〔C｝
　　　1，503
iうち引退者など）
@　　　　　　460
黶@一　　一　　噛　一　曽　圃　　一　　曽　曹　一　　一　噛　一　　■　一　■　　一　■　　一　　幽　冒　一　　，　　一　　．　r　雫
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Huet，43か年作成）
1）　ここでは他の調査結果との比較のために「農業」の範囲を調整してあるので，表2の結果と
　　少しことなっている。
2）　95パーセント信頼区間は737千人のところで前後に200千人である。
3）　全数調査。調査月日は不明である。
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わち，職務調査で少なくなっているのは，この調査が同一経営に一人の経営者しか認めず，
したがって共同経営者たる妻や子供は家族従業者になっているからである。これらの経営
者たる家族従業者数は国勢調査では！38千人である（この数は表4には記入していない）。
これを調整すると職務調査の数値は国勢調査の数値に近くなる。また農業省調査で多くな
っているのは，この調査が，農業外に職業をもっていても一定規模以上の農業を経営して
いる者を農業経営者として数えているからである。この種の副業的および趣味的経営者数
は407千人である。これをのぞくと他の調査結果に近くなる。（なお，農業経営者疾病保険
に加入しうる農業経営者（狭義）は，「農業活動収入が他の活動収入を上まわる経営の長」
である。農業経営者（狭義）数の正確性は，各調査の数値がほぼ一致していることから，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）非活動人口との混出入も少ないという意味をふくめて，きわめて高いと考えられる。
　農業経営者数に，高い分類固定性をふくむ高い正確性がみられる原因は，調査（分類）
者側，被調査者側にわけて示せば，つぎのようなことにあると考えられる。
　被調査者側：農業の性格からして，みずからのしている活動が農業活動か否かを判断す
ることは比較的容易である。またみずからが雇用主か雇用者かを区別することも容易であ
る。さらに農業経営者は，たとえば農業経営者老齢保険のような，農業経営者独自の組織
に加入しており，みずからの「帰属さき」を日常的によく意識している。農業経営者の，
CSP他項目との関係における自己識別力とでもいうべきものはきわめて高いのである。
　調査（分類）者側：この高い自己識別力をたよりに，調査者は農業経営者であるか否か
を一「農業経営者」という言葉を使って一直接に質問し，そしてその答えにもとづいて分
類集計を行なっている（論末の1975年国勢調査個人調査票にある質問13参照）。いくつかの
質問の答えを総合的に考慮して分類すると，それだけ分類固定性はそこなわれるものであ
るが，農業経営者の分類の場合には，質問13だけで分類するわけではないにせよ，分類手
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）順は相対的に単純であD，そのために分類固定性が高くなるのである。
　3．家族従業者　一方，家族従業者数について前述の四つの調査を比較すると，表4に
みられるとおり調査によって大きな差があり，しかもそれは調査問の定義上のちがいには
還元されない。農業省調査の数値が大きくなっているのは，引退者や学生であっても農業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C5）活動をしている者（460千人）と，農業経営世帯主に雇われている家族員（推定で最大100
千人）とをふくんでいるからである（他の三つの調査ではこれらはのぞかれている）。しか
しこれらを考慮しても，この調査の数値：は他にくらべて大きすぎるので，ここでは参考一
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度のものとみるにとどめる。つぎに多いのは農業経営者疾病（および老齢）保険の加入者
数である。疾病保険では配偶者をのぞく家族員の加入者が示され，老齢保険では配偶者の
加入者が示されている。（このように配偶者とそれ以外の家族員がわけられるのは，疾病保
険の制度的特徴のためである。この保険では，配偶者は世帯主の加入にともなって自動的
に加入したとみなされるので，配偶者自身は加入しない。加入するのは農業経営者たる世
帯主と，配偶者をのぞく，家族従業員たる家族貝である。これに対して老齢保険では，配
偶者は世帯主とは独立に加入している）。疾病保険でいう家族従業者とは，「農業経営世帯
の，16歳以下の家族員（配偶者をのぞく）で，その世帯に扶養されかつその世帯の農業経
営を助けている者」である。これは，配偶者をのぞくという点以外は，国勢調査や職務調
査の家族従業者と同じ規定である。そこでこの数220千人と国勢調査での数値209千人とを
くらべてみる。保険というものの性格からして，その加入者の実在性はまず確実とみてよ
かろう。したがって国勢調i査の値209千人が疾病保険加入者220千人を下まわりつつそれに
近いということは，国勢調査の値が家族従業者数としてかなり正確であることを意味する。
保険加入者数が上まわっているのは，実質上は家族従業者ではないが疾病保険には家族従
業者として加入している家族貝がいる，ということによって説明できるであろう。（逆に，
もし国勢調査の値のほうが上まわっていたとすると，その差を，家族従業者でありながら
疾病保険に入っていない者がいるということによって説明せざるをえない。しかしそれが
どのくらいいるかはわからないから，数値としての正確性に判断をくだせなかったであろ
う〉。保険に加入する際には農業経営を助けているという申告さえすればよく，その証明は
求められていないから，そういうケースは当然考えられる。結局，国勢調査における，配
偶者をのぞく家族従業者数はかなり正確であるということができる。
　これに対して，家族従業者たる配偶者の数は，国勢調査では　　農業経営者になってい
る配偶者138千人をもどしいれると　　432千人，農業経営者老齢保険加入者数では738千
人である。農業経営世帯の配偶者は，農業外の職業をもたず，かつ農業活動をしていれば，
この保険に加入できる。この場合も農業経営で働いていることの証明は不要なので，738千
人のなかには「事実上農業経営では働いていないが老齢保険には加入している者」がふ
くまれているであろう。しかし，その数は，さきの疾病保険にける家族従業者の例から考
えてもそう大きくはないはずであり，738千人目大部分は真の家族従業者であると考えられ
る。すると738千人と国勢調査の結果432千人との差306千人の大部分は，配偶者にかんして
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国勢調査がとらええなかった家族従業者であることになる。
　つぎに国勢調査と職務調査を別の観点から比較してみる。表5は両調査で職業を農業者
とした者についての地位的帰属を比較した結果である。これによると，職務調査では家族
従業者でありながら，国勢調査では非労働力人口になっている女性がかなりいることがわ
かる。この表から職務調査の抽出率（1／900）で外挿すると，約10万人程度がこれにあたる
と考えられる。（職務調査の信頼区間は，数百人のオーダーのところでは広すぎるので，数
値を抽出率で外挿することは本来はできないのであるが，目やすを得る意味で行なうとそ
うなる。なおこの表からは，職務調査で農業経営者，国勢調査で家族従業者となっている
女性が一上と岡じ方法で外挿すると約6万人程度一いることがわかる。これは前述の
ように職務調査では同一経営に一経営者としているためである。また男性は女性とは対照
表5　農業者についてのCSP帰属比較（1975）
　　、国勢調査
E務調査
農業経営者 家族従業者 そ　の　他　のJ働力人口 非労働力人口 計
男i女 男i女 男i女 男i女
　　　：@9611
D＿一一一．
S
　　20｝．一一一一一．．＿1＿一一一．．。．．
@　　i25
36i　：
1，030
農業経営者 i　67
　　13｝．一一一＿．＿L一一一＿
@　　i　2　　　； i　33
．　　．　．　　曹　讐　一　　一
P27
家族従業者
23i　二 9・i ? 17i 133
i　77 i354 i　12 ｝・77 620
その他の
J働力人口
　　46i．一一＿．．＿⊥一一．．，．．，．
@　　1
???
（Cezard，217から作成）
7 i　8
非労働力人口
???
i4・
???
計 1，・84i・92115i　482
（参考）農業者（1975年国勢調査） （単位：千入〉
農業経営者 うち雇用主（ある｢は独立勤労者） うち家族従業者 雇　用　者
合　　　　計 1，637 1，133 502 355
う　ち　女性 563 188 375 52
（Huet，67カ’ら作成）
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的に，農業経営者，家族従業者ともに両調査間でかなり安定していることがわかる。）この
仮設的数値は両調査で答えを変えた女性数であって配偶者数ではないが，その大半はおそ
らく配偶者とみてよいであろう。結局，国勢調査の家族従業者数については，主として配
偶者（妻）数の誤差による実態とのずれが10万人から30万人あるということになろう。こ
の幅のなかには，前述のように，「老齢保険には入ってはいるが実態的には家族従業者でな
い者」がふくまれるから，この幅はもう少し狭くなる。それにしてもずれの程度は1万の
桁にはとどまらないことが推察される。なお，職務調査で家族従業者が多くなるのは，比
較的熟練した調査員が調査票に書きこむので，家族員が農業活動に参加する実態をより多
く捕促しえているためと考えられる。
　ここで家族従業者を加えた（狭義のではない）本来の農業経営者数にもどろう。上述の
ように，家族従業者数はとくに配偶者（妻）数において問題があるので，それをふくんだ
農業経営者数もかなり不正確であり，最大で30万人までのずれがある。この場合，不正確
であるというのは，CSPの他項目とのあいだで混出入があるという意味ではなく，非活
動人口とのあいだで混出入があるという意味である。（この不正確さをさけつつ農業経営者
数統計を利用する方法は，家族従業者をのぞいた狭義の農業経営者だけを，さらにはその
なかでも男性の農業経営者数だけを利用することである。時系列あるいは場系列による比
較においては，この方法以外の利用法はやや冒険的たらざるをえないであろう。）
　4．家族従業者数が浮動する原因　これについては常識的ながらまずつぎのことが指摘
される。すなわち，一般に，家族的経営の農業活動については，家族員はひとりで，随時
に，かつ部分的にそれに参加することができる。これは農業労働そのものの性格にもよる
し，また家族経営では分業体制がないことにもよる。さらに，多くの家族経営では，農業
労働と家事との境が不分明であることにもよる。これらのことから家族員の農業活動はき
わめて伸縮的で，世帯主を助けて働く程度はさまざまでありうる。家族Rを家族従業者と
するか否かは，世帯主を助けて働いているか否かという質問に対する家族員漉入の答えに，
そしてそれのみによる。そして本人の答えは，今のべた伸縮的な労働実態についての，本
人なりの判断による。したがって恒常的に世帯主を助けて働いていてもそう答えない者や，
逆に，ごくたまに手伝うことがあるという程度でも，世帯主を助けて働いていると答える
者がありうる。CSPのうえでは，前者は無職者したがって非活動人口となり，後者は家
族従業者となる。実際上問題なのは前者のケースであって，とくに配偶者（妻）にその例
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が多いことは今までにのべたとおりである。
　調査票の質問に対する家族員の答えは，具体的には，つぎの二つの要素を介して動揺す
る。
　（1）質問の形式　家族貝が農業活動に参加しているか否かを問われた場合，彼の答えは，
質問されている実態が浮動的であるだけに，質問形式（文章や語句）によってかわりうる。
参考のために，1954，！962，1975，1982各年の個人調査票の一部分を論末に訳出してかか
げておいた（1968年のものは1962年とほとんどちがわないので省略した）。1975年調査の調
査票には，農業経営の家族従業者か否かという判定に関係する質問はふたつある。
　ひとつは「あなたは，雇われずに他の誰か（たとえば家族の一員）を，その職業のうえ
で助けて働いていますか」である。（1975年調査では質問12。この質問の文章は1954年以来
1975年までまったく同じである。）この質問文は構文的に複雑で，いくつかのことを同時に
きいているため，家族員のなかにはその意味を正しく理解できなかった者がいると考之ら
れる。。また配偶者（妻）のなかには，この質問を，子供についてのもので自分には関係な
いと考えた者がいると思われる。前述のように農業経営者疾病保険には家族従業者という
加入者カテゴリーがあり，そしてそれは配偶者をのぞく家族貝（ほとんどの場合子供）を
意味しているからである（事例調査では以上のような例があったことが報告されている）。
これらのことのために，農業経営者の家族員およびとくに妻のなかに，世帯主を助けて働
いていてもこの質問に「はい」と答えなかった者がいると考えられる。
　もうひとつは「あなたは……あなたの職業にどのような形で従事していますか。農業経
営者（自作農，借地農，小作農）□，自由業者の一員□，……」（択一式。1975年調査で
は質問13）である。選択肢中の「農業経営者」exploitant　agricoleという言葉は，「経営の
長」という（調査者の意図していた）意味のほかに，exploitantをnon　salari∈と解した「雇
われていない農業者」という意味にも解釈されうる。そう解釈した農業経営者の妻は，家
族従業者であってもそうは答えず，「農業経営者」をえらぶか，あるいはどれとも答えない
かであろう。（これについても事例調査で実例が発見されている）。このように，！975年ま
での調査では，質問の仕方のために、家族従業者に分類すべき農業経営者の妻の一部が失
なわれ，そしてその部分は非活動人ロになっていたと考えられる。
　1983年調査では，上の二つの質問はそれぞれつぎのように変えられた。ひとつは質問12
b「あなたは家族の誰かをその仕事のうえで……助けていますか」である。質問文は1975
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年の調査のときより簡略化され理解されやすくなっている。もうひとつは質問13「あなた
は……職業にどのような形で従事していますか。雇用主あるいは独立勤労者（農業経営の
長，その共同経営者，職人……）□，非雇用家族従業者（農業者，商人……などの配偶者，
子供あるいは家族貝）□，……」（択一式。一傍点は引用者）である。改訂点は，選択肢
中に「非雇用家族従業者」（aide　familia1）を設けたことと，「雇用主あるい独立勤労者」
の例示として「共同経営者」（co－exploitante）をレ・れたことにある。家族従業者という言
葉は農業経営者疾病保険の用語として社会的に充分普及しているとして採用された。また
共同経営者という言葉は，農業経営者たる配偶者にとってなじみやすく理解されやすいと
して採用された。このように1982年調査の質問では，農業活動をする家族員が家族従業者
として答えやすいように，また配偶者が農業経営者と答えやすいように改訂がほどこされ
ている。（このような方向での改訂が行なわれたこと自体，1975年までの調査では家族従業
員数が過少であったことを傍証しているといえる。この改訂の効果はまだ研究されていな
い。しかし従来ならば非活動人口に分類されていたであろう家族員の少なくとも一部分が，
この改訂によって，家族従業者になりえたことはほぼたしかである。（なお1982年の調査票
では，「たとえ毎日あるいは毎時間でなくとも，家族の誰かを助けて働いている場合も……
職業活動にふくめてください」という注意書きを冒頭に置いている。この種の注意書きは
通常あまり読まれないものではあるが，それでも，家族従業者をより多く捕促するのに少
しは役立ったであろう。）
　②　行政的事実の介入　家族員の，上述の質問にたいする答えには，自分の労働実態に
ついての判断のほかに，行政的事実を考慮した判断が働く。これには，家族員が過失によ
ってまたは無意識のうちに，行政的事実と国勢調査の問うている事実とを混同するという
場合と，国勢調査を行政的申告（届出）のたぐいと誤解して意識的に行政的事実を優先さ
せる場合とがある。行政上の事実（ないし帰属）は当事者の日常生活に密着し法律的経済
的利害に直接に関係しているだけに，つねに強く意識されているので，統計調査への答に
もその影響が出やすいのである。したがってたとえば1964年に農業経営者とその家族従業
者についての疾病保険制度がつくられたが，そのために家族従業者であると答える者がふ
えた可能性がある。また，1972年には妻が主婦である世帯については家族手当を増額する
ことになった（同年1月3日法〉が，これによって，家族従業者ではないと答える者がふ
えたことが考えられる。このような「誤答」は，国勢調査が行政上の申告（届出）あるい
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はそのたぐいと誤解される場合には，いっそう促進される。このような誤解は相対的には
農村に多く，また世帯主が妻や子供の調査票まで書いてしまう習慣も農村にはより多く残
っているから，この種の「誤答」の機会はそれだけ多くなる。
　一方最近では，農業経営者の妻の法的地位は大幅に改善されつつある。このことも調査
に対する彼女たちの答えに影響したであろう。1980年には、農業経営者の妻は独立して土
地貸賃の契約当事者たりえるようになり，又独立して協同組合，農業金庫，農業経営者保
険での選挙・被選挙権をもつようになった。また行政上の行為で夫から委任をうけられる
ようにもなった（同年7月4日法）。これらの措置はそれまでの実勢の法的な追認である。
夫が指揮し妻と家族員は補助するという伝統的な農業経営の姿はしだいにくずれてきてお
り，妻が夫と同じ役割を果す経営が多くなっている（一方では農業経営にたずさわらない
妻もふえておりt両極にわかれる傾向がみられる）。上の1980年の法律はこうした妻たちが
起こしていた地位改善運動に応えたものである。1982年調査の調査票に「共同経営者」と
いう用語が挿入されたものもこうした状況による。こうした状況のもとでの調査では彼女
たちの答えも当然かわり，そしてそのために，従来ならば非活動人口だったであろう者は
家族従業者に，家族従業者だったであろう者は経営者に分類されたことが考えられる。
　付言すれば，1946年までの調査では，農業経営者の妻と！4歳以上の子供はすべて家族従
業者とみなされていた。現在のように，世帯主に協力して仕事をしていると明言した者だ
けを家族従業者とする（したがってCSPでは農業経営者とする）ようになったのは，1954
年調査からである。そのころから農業の機械化がすすみ，家族的経営であっても農業労働
をしない家族員が増加したからである。ある論者はこれをつぎのように解釈していた。「こ
の定義上の変更は，生産的農業者であるより一家の女主人でありたいという，農業者の妻
の行動様式の変化に対応している」（Courth60ux，8）。この解釈は戦後の農業者の妻につい
て正しかったし今でも一部の農業者の妻についてはなお正しいが，多くの農業者の妻の行
動様式はその後さらに変化した。上述のように，農業経営者として認められたい農業者の
妻がふえてきたのである。
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1954年　　個人調査票（部分）
職業：下の質問15に，あなたの職業または職を正確に，詳しく答えてください。
例　：出納，経理係，郵便通信局収納員，自動車修理工，圧延工，鉄骨工，重車輌運転
　　手，ミシン女工，機械製図工，食品小売商，穀物仲買商，ぶどう栽培家，羊飼い，
　　派出婦など。
　一労働者はその職（上記の例参照）を正確に書き，それに格を添え書きしてください。
　　労務者，半熟練労務者，半熟練労働者（OS1，0S2など），熟練労働者（P，，　P2，　P3
　　など），見習い，など。
　一官吏，公共部門の職員，職業軍人はその職業の位階を書いてください。
　一あなたが他の誰か（たとえば家族の一員〉をその職業のうえで助けて働いていると
　　きは，給料を受け取っていない場合でも，あなたの職務を書いてください。
　一家事だけをしている女性は「無職」と答えること。
15．調査時の主たる職業　　　　　　　　　　　　　　　　［＝＝＝＝＝＝＝＝＝］
　あなたが経営者，職人，自営者，自由業者，農業経営者であれば質問！7～20に答えて
　ください。
　あなたが雇用者であれば質問21～23に答えてください。
16．あなたは，雇われることなく，他の誰か（たとえば家族の一員）をその仕事のうえ
　で助けて働いていますか。はい，いいえで答えてください。　　　　　　□
　経営者，職人，自営者，自由業者，農業経営者の場合（有限会社と合資会社の取締役や
　手数料収入のためにのみ働く労者も．S、くむ），
　17．あなたの事業所の名称（あるいは商号）と住所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝
　18．人を雇っていますか。はい，いいえで答えてください。　　　　　　［＝＝二＝コ
　　雇っている場合，何人ですか。（雇用している家族員と家事使用人をのぞく。農業の場
　　合，常雇いだけを数えること。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝
　19．あなたの事業所の識別番号（集計の便宜のためですので，書かなくとも結構です。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝
　20．あなたが農業経営者の場合，あなたは自作農，借地農，小作農のいずれですか。（不
　　要な項目を消してください。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t
雇用者（職員，労働者，幹部，見習い，官吏，農業日雇い，家事使用人など）の場合，
一　242　一
フランス社会職業分類の正確性　765
21．あなたが働いている（あるいはあなたを雇っている経営者の）事業所の名称と住所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝
22．その事業所の活動
　事業所の活動または性格を正確に書いてください（例：パン，菓子，ワインの卸売，
　食品小売，鉄骨製造，絹紡績，時計の製造版売，旅客陸上運送，野菜栽培，上司岩採
　石，郵便通信局の一部，私学教育など　　　　　　　　　　［＝＝＝＝＝＝＝＝＝コ
23．あなたは「自宅勤労者」ですか。はい，いいえで答えてください。
現在職がなく，仕事をさがしている人の場合，
24．あなたの職または職業は何ですか。
［コ
一＝コ25．今までに働いたことがありますか。
　はい，いいえで答えてください。
26．どのくらいの間仕事をさがしていますか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝
もう仕事をしていない人の場合（公共部門の引退者，幹部引退者，もと勤労者，事業から
身をひいた人など），
27．あなたの主たる職業は何でしたか。
一＝コ
1962年忌　個人調査票（部分）
職業活動（1948年1月1日以前に生まれた人はすべて答えてください）
　あなたが現在仕事がなく，仕事をさがしている場合は質問16に移ってください。
　あなたが働くのをやめている場合は質問17に移ってください。
11．主たる職業。あなたの現在している職業あるいは職を答えてください。（あなたが見
　習いにすぎなくても，あるいはあなたの家族員をその仕事において助けている場合で
　も答えてください。家事しかしていない女性は無職と答えてください。）
　正確に書くこと。例：出納，経理係，自動車修理工，圧延工，重車輌運転手，ミシン
　女工，機械製図工，穀物仲買商，ぶどう栽培家，養樹家，羊飼いなど。
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12．あなたは，雇われることなく，他の誰か（たとえば家族の一貝）をその職業のうえ
　で助けて働いていますか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［＝＝］　は　い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［ニコいいえ
13．あなたは質問11で答えた職業にどのような形で従事していますか。
　□雇　用　者→質問14～15に答えてください
目鵯物一質問15・移・て・だ…
解熱繋｝あなたは人・雇・て・一目tll：7　□
　　　　　　　　　　　　　　（家事使用人をふくめないこ
　　　　　　　　　　　　　　と。農業の場合，常雇いだけ
　　　　　　　　　　　　　　を数えること。）
　　（職人，商人など。有限会社の取締役や手数料収入のためにのみ働くものをふくむ）
14a．労働者の場合。あなたの現在の職務の格を答えてください。
　□不熟練農業労働者　　　　　　　　三半熟練農業労働者
　□労務者，半熟練労務者　　　　　　□半熟練労働者（OSi，　OS2）
　□熟練，高熟練労働者（P，，P2，　P3）
14b．国家地方公務員，公共部門（電力公社や国鉄）配陣，職業軍人の場合。あなたの位
　階を正確に答えてください。（例：正官吏，行政官，主任技師，など）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝
14c．その他の雇用者の場合。あなたの位階上の地位を正確に答えてください。（例：職
　工長，作業長，営業長，耕作主任など）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一＝コ
15．あなたが指揮している，またはあなたを雇っている事業所（工業，商業その他）や
　農業経営体。
　15a．名称（あるいは商号）と住所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝
　15b．その事業所の活動（正確に書くこと。例：ワインの卸売，食料品の小売，鉄骨製
　　造，綿紡績，旅客陸上輸送，野菜栽培，私学中学教育など。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一コ
15c．あなたが上に答えた事業所と同じところで働いていない場合，あなたが通常働い
　ている場所を正確に答えてください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　rr
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　（この質問は農業者，自宅勤労者，外交商人には関係ありません。国鉄の乗務貝，バ
　　スの運転手，鉱夫などは，駅，車庫，坑など，仕慕のためにいるところを書いてく
　　ださい。）
16．現在職がなく，職をさがしている人の場合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［＝コは　い　a．今までに働いたことがありますか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［＝コいいえ
　b，あなたの職業は何ですか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝
　c．どのくらいの間，職をさがしていますか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝
17．もう仕事をしていない人の場合　（公共部門の引退者，幹部引退者，もと勤労者，事
　業から身をひいた人など。）
　あなたの主たる職業は何でしたか。
　1975年個人調査票（部分）
　以下は16歳以上の人についての質問です。あなたに現在仕事がなく，仕事をさがしてい
る場合は，質問17に移ってください。あなたがもう仕事をしていない場合には，質問18へ
移ってください。
　11．主たる職業
　　あなたが現在従事している職業または職を答えてください。（あなたがまだ見習いでも，
　　また家族の誰かを助けて働いている場合でも誓いてください）。
　12．あなたは雇われずに他人（たとえば家族の誰か）を、その職業のうえで助けて円い
　　ていますか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［コは　い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□いいえ
　13．あなたは問11で答えた職業にどのような形で従事していますか。
　　　農業経営者（自作農，借地農，小作農）　　　　　　　　　　　　　　　　　　［コ
　　・自由業者の一員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［＝コ
　　・雇用主あるいは独立勤労者。職人，商人，工業者など。（自営業のことで，有限会社
　　　の取締役や手数料収入のみ働いている人をふくむ。）　　　　　　　　　　　〔コ
　　・企業の指揮のもとで自宅で働く勤労者。　　　　　　　　　　　　　　　　□
　　・見習い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［コ
　　・雇用者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［コ
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14．雇用者への質問。
　（a＞あなたが労働者の場合は，あなたの現在の職務の格を正確に答えてください。
　　・労務者あるいは半熟練労務者。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□
　　・半熟練労働者（OS、，　OS2など）　　　　　　　　　　　　　　　　　　［コ
　　・熟練あるいは高熟練労働者（P，，P2，　P3など）　　　　　　　　　　　　［＝］
　（b）あなたが国家地方公務貝，公共部門（電力公社，国鉄など）職員，職業軍人の場
　　合，あなたの位階を正確に書いてください。（例：正行政官，上級行政官，第2級駅
　　の駅長など）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一コ
　（c）あなたが以上のどれにも該当しない場合は，あなたの位階上の地位を正確に書い
　　てください。例：耕作主人，売場主任，営業担当の部課長など。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝
15．あなたが自営している場合（問13の，1～3番目にあたる場合），あなたは人を雇っ
　ていますか。
目∵一か織目・響賭場獲瀦業
16．（a＞あなたはどこで働いていますか。
　　仕事中に働き場所のかわる人（国鉄の乗務員やバスの運転手など）は，ふつう仕事
　　を始める場所（駅や車庫など）の所在地を書いてください。
　　いつも同じ場所で仕事をはじめるとはかぎらない人（たとえば行商人）は「可変的」
　　と書いてください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一コ
　（b＞事業所（工業，商業，管理，農業など）の名称（または商号）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一＝コ
　（c＞その事業所の活動
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一コ
　　正確に書いてください。例：ワインの卸売，食料品の小売，鉄骨製造，綿紡績，旅
　　客陸上輸送，野菜栽培など。
　（d＞その事業所の住所。質問16（a＞とことなる場合のみ書いてください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［＝＝＝＝＝＝　］
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17．あなたに現在職がなく，職をさがしている場合。
　（a）いっから職をさがしていますか。
　　・3ヵ月未満　　　　　　［コ
　　・3～6ヵ月前から　　　［＝コ
　　・6ヵ月～1年前から　　［＝］
　　・一年目上前から　　　　［コ
　（b）あなたはいままでに働いたことがありますか。
（c）あなたの職業は何ですか
［＝］は　い　　［＝コいいえ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　rm
18．あなたがもう仕事をしていない場合（たとえば公共企業体の退職者，もと勤労者，
　もと幹部，もと農業者，事業からの引退者などの場合），あなたのもとの主たる職業は
　何でしたか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一コ
1982年　　個人調査票（部分）
　以下は14歳以上の入すべてについての質問です。あなたが職業活動をしていれば質問12～15
に答えてください。たとえ毎Elあるいは毎時間でなくとも，あなたの家族の誰かの仕事を
たすけて働いている場合や，見習いもしくは有給実習生として働いている場合も職業活動
にふくめてください。また職業活動をしていない場合あるいは失業中の場合は質問16に答
えてください。
12．（a）あなたが現在従事している職業を答えてください。（正確に書くこと。例：保守
　担当の電気工，重車輌運転手，配線の製図家，化学技師，経理担当の職員など）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝
　（b）あなたは家族の誰かをその仕事〔農業経営，手工業経営，商業，自由業）のうえ
　　で助けていますか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［＝コは　い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□いいえ
13，あなたは質問11で答えた職業にどのような形で従事していますか。
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　・雇用主あるいは独立勤　　　　　他人を雇っていますか。
　　労者その（農業経営の　　　　　（見習い者や家事使用人をふくめないこと。農業
　　長）　　　　　　　　　　　　　　　　の場合，常雇いのみをかぞえること。）　　　　　　　　　　　　［コ→　・その共同経営者，職人，欝1蝶呂統1：即隠目
　・非雇用家族従業貝（農業老，商人，自由業者などの配偶者，子供あるいは家族員）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［コ
　・契約による見習い者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［＝コ
・嚇［一 o薦欝採x驚働
14．あなたはどこで働いていますか。
　（a）働いている場所の住所　　　　　　　　　　　　　　　［＝二＝＝＝＝＝＝＝］
　（b）あなたを雇っている，またはあなたが指揮している事業所（農業，工業，商業な
　　ど）の名称または商号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝
　（c）その事業所の活動（正確に。例：ワインの卸売，鉄骨の製造，綿紡績，陸上旅客
　　輸送など）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝
　（d）その事業所があなたの働き場所と同じでない場合，その事業所の住所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一＝コ
　15．雇用者への質問
　（a）あなたの現在の職務の職業的カテゴリーはつぎのどれにあたりますか。
・酬欝馬継融融　　　1
　　・職員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□
　　・技術者，製図家　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□
・監督o灘雛暴諜者　　　　目
　　・技師または幹部（職貝，技術者，監督で，幹部として格付けされていない人は，
　　　たとえ幹部引退金庫に加入していても，ここには該当しません。）　　　　　□
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　・その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□
　　参考になりそうなことはすべて書いてください。：位階上の地位，係数，水準，段
　　階など。例：作業班長，区分Cのミシン女工，格差係数155の旋盤工，第4段階の
　　職員など。　　　　　　　　　　　　　　　　［＝＝＝＝＝＝＝＝コ
（b）あなたが国家公務員，地方公務貝，公共企業（遍力公社や国鉄など）の従業貝あ
　るいは職業軍人である場合は，あなたの等級を書いてください。例：国庫の審査官，
　第4級の郵便局局長，救護施設勤務者）。
（c）あなたが技師，幹部，監督あるいは技術者である場合は，あなたのいる企業また
　は組織での，あなたの業務を書いてください。
　・役貝またはその直接の補佐　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□
　・管理，金融または会計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□
　・営業または営業技術　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□
　・生産，　製造，　貝宇蔵　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［＝］
　・保守，改造，維持，修理　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□
　・研究，試作，開発，組織化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□
　・その他の業務（正確に。情報処理，保守，衛生など）　　　　　　　　　　□
16．あなたが現在なにも職業活動をしていない場合，または失業中の場合，
　（a）あなたはつぎのうちどれにあたりますか。
・母親，主婦
・退職者，引退者
・生徒または学生
・失業者
・その他→何ですか
目｝一あなたの・・の…竺』?
　　　　　　　　　　　　　　＝
（b）あなたは現在仕事をさがしていますか。
鵬一にll簾∴　翫寛
一
注
（1）家族間の雇用関係については，その有無も安定性もうたがわしい場合がある。また
　恒常的な雇用関係があっても，それは通常の雇用関係とは明らかに異質であり，その
　雇用者は実質的には家族従業者（したがって農業経営者）である場合が少なくない。
②　世帯主が職業を「農業者兼鍛冶職人」，「農業者兼鉱夫」などというように答えてい
　るときは，つぎのように処理される。
　①家族貝が職業をもたず家族従業者でもないと答えているときには，世帯主は農業
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　　でない方の職業についているとされる。もちろん家族員は家族従業者ではない。
　②家族員が家族従業者であると答えているときには，世帯主が農業者兼商人の場合，
　　世帯主は農業経営者となり，家族員は商八の家族従業者となる。また，世帯主が農
　　業者兼職人あるいは労働者の場合，世帯主は職人あるいは労働者となり，家族員は
　　農業の家族従業者となる。
　　（中間的な場合については，どちらかに割りきらざるをえないという，分類一般に
　　ともなう事情からして，また兼業者とその家族員の実態からしても，このような処
　　理自体は妥当であろう。しかしこれによって兼業という形態での農業経営者が払拭
　　されることもたしかである。）
（3）　「中級幹部」と「職貝」の分類固定性が低いのはこの両項目相互間に混出入がある
　ためであり，そして混出入が生ずるのは，この両項目が本文で述べた二つの条件を欠
　いているためである。すなわち中級幹部か職員かを区別することは被調査者にとって
　は微妙な問題であり，調査（分類）者にとっては複雑な手続きである。
（4）ただし，農業引退者との関係では若干問題がのこる。農業経営から引退した者はC
　SPでは「もと農業経営者」とされる。そして「もと農業経営者」は非活動人口の一
　部である。農業においては，農業経営からの引退は必ずしも農業活動からの引退を意
　味しない。引退者のうちかなりの部分は自己の農地の一部で独立して，あるいは後継
　者を助けて，農業をつづけている。つまり「もと農業者」（非活動人口）の一部分は，
　農業経営者あるいは家族従業者かもしれないのである。なお，農業経営者疾病保険料
　入者数と農業省調査の数値については少し立ちいった検討が必要である。しかし国勢
　調査と職務調査の数値がよく一致することは確かなので，本文で述べた結論は妥当で
　あろう。
（5）農業省調査では，雇用された家族員は雇用者ではなく家族従業者として扱われる。
　このためこの調査では雇用者数が他の調査とくらべて少なくなっている。これと国勢
　調査や職務調査の数値との差（100千人程度〉を，これ以上ではありえないという意味
　での家族雇用者数として採用した。なお農業社会保険加入者数で雇用者が多いのは，
　同一雇用者が何回か加入する場合があるからである。
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